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原子力発電所の耐震・安心に関する取組とその情報提供
柏崎刈羽原子力発電所における安全対策の紹介

耐震安全に関する知見拡充への取り組み

（１）長岡平野西縁断層帯の活動性に関する研究

（２）柏崎刈羽原子力発電所における地震観測体制の拡充

（３）柏崎刈羽原子力発電所における建屋の変動に関する観測

共同研究・人材育成・国際協力
新潟工科大学との共同研究実施：

 「次世代原子炉構造材料部材の高温疲労き裂進展挙動に及ぼす過大

 負荷の影響」

国際シンポジウムの共催、国際研修への協力

研究センター及び柏崎刈羽原子力発電所の現地視察対応

東京電力のこれまでの取り組みについて
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柏崎刈羽原子力発電所における安全対策の紹介

■安全研究委員会や各種国際シンポジウムにおいて、柏崎刈羽原子力発電所

 における耐震安全に関する取組について情報発信を適宜実施

■東北地方太平洋沖地震後には、福島事故の概要と柏崎刈羽原子力発電所に

 おける安全対策についての説明を実施
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長岡平野西縁断層帯における地震活動性に関する研究
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■柏崎刈羽原子力発電所の基準地震動Ss

 の策定にあたっては、長岡平野西縁断

 層帯の活動を考慮に入れている

■長岡平野西縁断層帯の周辺に稠密な地

 震観測網を構築し、その活動性をより

 詳細に評価するとともに、連動可能性

 の評価・地震動予測の信頼性向上を図

 る
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稠密アレイ地震観測・GPS観測の観測点配置

柏崎刈羽
原子力
発電所

長岡平野西縁断層帯

■陸域地震観測：40点（5～10km間隔）
■GPS地殻変動観測：20点
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長岡平野西縁断層帯における地震観測網で得られたデータ

■稠密な観測点配置により、

 マグニチュードの小さい地震

 まで高精度で把握し、準リア

 ルタイムに震源を決定

・気象庁観測点：539地震
・本研究観測点：992地震

■大学・気象庁等各種研究機関

 にデータを提供

柏崎平野を含む周辺地域

 を対象とした様々な検討

 にデータの活用が可能
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柏崎刈羽原子力発電所における建屋の変動に関する観測
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屋上GPS設置状況

建屋傾斜計設置状況

地盤変位観測装置設置状

 
況

■新潟県中越沖地震発生後に建屋レベルの変化を確認

■複数の手段（ＧＰＳ、地下水位、地盤変位等）による

 観測設備を設置し、H22年3月末より順次観測を開始
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（2006年5月の測量結果に対する各回の測量結果の比較）

柏崎刈羽原子力発電所における建屋レベルについて

新潟県中越沖地震発生後の2008年より計11回にわたり建屋水準測量を

 実施し、そのレベルに大きな変動が無いことを確認
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柏崎刈羽原子力発電所における地震観測体制の拡充

【中越沖地震時の地下深部における

 
地震動の増幅のイメージ】

新潟県中越沖地震では、サイト周辺の厚い堆積層の影響を受け地震基盤

 以浅で地震動が大きく増幅したと考えられる

地下深部の地盤構造による地震動への影響を把握することを目的とした

 大深度地震観測を計画
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【発電所敷地内における
大深度地震観測の計画】

地震基盤
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大深度地震観測の実施状況

東北地方太平洋沖地震以降、工事を中断しており計画が遅れていたが，

 本年9月に深さ約1kmへの地震計設置を完了し、試験観測を開始

【地震計埋設工事の実施状況】

地震計が収められた
ケース

ボーリング孔

【大深度地震観測点の構内配置】

荒浜側

 

大深度地震観測点
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荒浜側
(1～4号機)
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柏崎刈羽原子力発電所敷地地盤における地震観測実施状況
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今後発電所敷地の地下構造による影響をより詳細に把握可能
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原子力発電所の耐震安全性を高めるための取り組みの継続
耐震安全に関する知見拡充への取り組みを引き続き進めていく

 （大深度地震観測の拡充、建屋稠密地震観測の実施等）

柏崎刈羽原子力発電所の耐震安全・安心に関する情報発信
発電所における耐震安全・安心に関する取り組みについて、今後も

 積極的に発信していく

発電所の各種観測記録のデータ公開・活用のあり方について、引き

 続き検討を進めていく

共同研究・人材育成・国際協力
共同研究や人材育成、そして国際協力への取り組みについて、引き

 続き新潟工科大学と協力して進めていく

今後の取り組みについて
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